
＜ 秋のみずべ公園 ～⑤トンボのなかま ＞

ひたち野うしく小４年生と歩いた秋のみずべ公園、今回はトンボのなかまです。

トンボのなかまでは、シオカラトンボやギンヤンマなどのように幼虫で冬を越すもの、アキアカネや
ようちゅう こ

オオアオイトトンボなど卵で冬を越すもの、そしてホソミオツネントンボのように少ないが成虫で冬
たまご こ せいちゅう

を越すものがいます。
こ

今回は、アオイトトンボとアキア

カネが見つかりました。秋遅くに見ら
おそ

れるトンボは卵で冬を越すものが多い
たまご こ

ようで、アオイトトンボもそうです。

写真のものは複眼が青く、胸に白い粉
ふくがん むね こな

のようなものがあってオスのようにも

見えますが、よく見ると腹の端に産
はら はし さん

卵管があるのでメスです（雄型メスと
らんかん おすがた

いいます）。

赤トンボのなかまも卵で越冬するものが多く、今回見つかったアキアカネもそうです。ナツアカ
たまご えっとう

ネと似ていますが、胸の黒い線で見わけられます。また、ナツアカネのオスはアキアカネと違い、成熟
に むね ちが せいじゅく

すると顔までまっ赤になります。産卵もナツアカネは空中から卵をばらまきますが、アキアカネでは腹
さんらん たまご はら

の端を水面や泥に打ちつけて産みます。そして一番大きな違いはアキアカネは旅をするトンボで、梅雨
はし どろ う ちが たび つ ゆ

のころ平地の田んぼなどで羽化すると、まもなく高い山へと移動していき夏の盛りには平地から姿を消
へい ち う か い どう さか へい ち すがた

します。そして秋になると成熟が進んで山を降り繁殖しますが、そのまま山に残るものもいるそうで
せいじゅく お はんしょく

す。最近は少なくなっているといわれ、秋に平地にもどってくるのも元いたところにもどるのか、別の
へい ち もと

平地に移動するのかなど分かってないことも多いそうです。牛久市周辺ではまだふつうに見られます
へい ち い どう

が、気がついたらいなくなっていたなんて事がないようにしたいですね。 【理科支援員：宮内】

牛久：学校周辺に見る自然
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卵 で越冬するアオイトトンボの雄型メス。
たまご えっとう おすがた

アキアカネのメス（左）とオス（オス）。


